
平成１３年１２月２０日

アフガニスタン周辺国に対する無償資金協力について

１．わが国政府は、本年９月１９日に発表したアフガニスタン周辺国に対する支援

（うち対パキスタンについては今後２年程度で３億ドル）の一環として実施され

る、子ども・女性を主な対象とする人道・福祉支援案件として、パキスタン・イ

スラム共和国政府の「ポリオ撲滅計画」、ウズベキスタン共和国政府の「干ばつ

地域保健改善計画」およびタジキスタン共和国政府の「母子保健改善計画」の実

施に資することを目的に、国際連合児童基金（ユニセフ）に対し、総額１５億３，

７００万円を限度とする額の無償資金協力を行うこととし、このための書簡の交

換が次のとおり行われた。

（１）パキスタン「ポリオ撲滅計画」 ９億９，７００万円

（The project for the Eradication of Poliomyelitis in the Islamic

Republic of Pakistan)

署名日：１２月２０日（木）

署名者：

先 方：キャロル・ロング在パキスタン・ユニセフ代表

（Ms. Carroll Long, Representative of the UNICEF in the

Islamic Republic of Pakistan ）

わが方：沼田貞昭在パキスタン大使

署名地：イスラマバード

（２）ウズベキスタン「干ばつ地域保健改善計画」 ３億５，５００万円

（The project for Improvement Health Care in Drought Affected Areas in

the Republic of Uzbekistan)

署名日：１２月１９日（水）

署名者：

先 方：フィリッペ・ヘフィスク・ユニセフ中央アジア地域代表

（Mr.Phillippe Heffinck, Area Representative of UNICEF to

Kazakhstan, Kyrgyzstan, Tajikistan, Turkmenisstan and

Uzbekistan)

わが方：高橋博史在ウズベキスタン日本国大使館参事官

署名地：タシケント

（３）タジキスタン「母子保健改善計画」 １億８，５００万円

（The project for Improving Maternal and Child Health Care in the

Republic of Tajikistan)

署名日：１２月２０日（木）



署名者：

先 方：杢尾雪絵在タジキスタン・ユニセフ代表

（Ms. Yukie Mokuo, Representative of the UNICEF in the

Republic of Tajikistan)

わが方：高橋博史在タジキスタン日本国大使館参事官

署名地：ドウシャンベ

２．案件概要

（１）パキスタン「ポリオ撲滅計画」

パキスタン政府は、ユニセフの協力の下、１９９４年より毎年継続的にポリオ

ワクチンの全国一斉投与（ＮＩＤ：National Immunization Days）を実施し、ポ

リオ撲滅に向けて取り組んできている。この結果、ポリオの報告例は１９９３年

の１，８０３件から２０００年の１９９件へと年々減少してきているが、依然と

してその数は世界的に見ても多い。このため、ユニセフは、ポリオ撲滅の早期実

現に向け一層積極的な取り組みが重要であるとして、今後、更にＮＩＤを強化す

ることを指導している。しかしながら、パキスタンの経済状態の悪化により、自

国だけでＮＩＤ実施に必要となる多量のワクチンを確保することが困難となって

いる。

このような状況の下、パキスタン政府およびユニセフは「ポリオ撲滅計画」を

策定し、この計画の実施のためのポリオワクチンの購入に必要な資金につき、わ

が国政府に対し無償資金協力を要請してきたものである。

本件協力により、パキスタン全土の５歳以下の乳幼児約３，０００万人に対す

るワクチン投与が可能となる。

（２）ウズベキスタン「干ばつ地域保健改善計画」

ウズベキスタン西部のカラカルパクスタン自治共和国とホレズム州は、穀倉地

帯として知られていたが、昨年と一昨年に同地域を干ばつがおそい、衛生条件が

悪化している。また、１９３０年代に作られた同地域の農業灌漑施設は大部分が

老朽化し、かつその補修が財源不足から適切になされていないため、安全な飲料

水の確保ができない状況となっている。そして、このことは、社会的弱者である

子どもや婦人により悪影響を及ぼしている。

これに対し、ウズベキスタン政府は、特に母子保健分野に重点を置いた「母子

保健向上計画」を策定して、出産適齢期にある女性の健康増進および子どもの疾

病防止のための予防接種等の実施を進めている。しかしながら、同国政府の保健

医療分野への予算は厳しく、基礎医薬品や基礎医療機材の不足といった問題が生

じている。

このような状況の下、ウズベキスタン政府とユニセフは「干ばつ地域保健改善

計画」を策定し、この計画の実施のための基礎医薬品等の購入に必要な資金につ

き、わが国政府に対し無償資金協力を要請してきたものである。

本件協力により、ウズベキスタン共和国西部のカラカルパクスタン自治共和国



およびホレズム州２００万人の子どもおよび女性への基礎医薬品の供与等を通じ

て、同国のプライマリーヘルスケアの質が向上することが期待される。

（３）タジキスタン「母子保健改善計画」

タジキスタンは、１９９１年の独立以降、政府軍と反政府軍との間の内戦、干

ばつをはじめとする自然災害等の影響で経済状況は悪化しており、その影響で、

保健医療サービスの質は低下し、国民の保健・衛生状況は極めて不安定な状態に

置かれている。予防接種活動もソ連邦からの独立以降、内戦のためにほぼ壊滅状

態となり、早急な立て直しが求められている。

これに対し、タジキスタン政府は、ユニセフやＷＨＯ（世界保健機構）の協力

の下、ヘルスケア改革プロジェクトを策定し、国民が等しく保健サービスを受け

られるように、貧困層対策、プライマリーヘルスケアの強化等を目指しているが、

同国政府は人員および財政の状況が厳しく、プロジェクトの実施がなかなか進ま

ない状況にある。

このような状況の下、タジキスタン政府およびユニセフは「母子保健改善計

画」を策定し、この計画の実施のための基礎医薬品等の購入に必要な資金につき、

わが国政府に対し無償資金協力を要請してきたたものである。

本件協力により、タジキスタン全国の子どもおよび妊娠可能年齢の女性計１８

０万人に対する基礎医薬品の供与などを通じて、同国の保健医療サービスの向上

が期待される。


